
【高学年２－４】組 体 操

― 学校行事と関連付けた取組み ―

ゆるすということ 〔２－４〕(1) 主題名

謙虚な心を持ち，広い心で自分と異なる意見や立場を大切にしようとする心を育(2) ねらい

てる。

「組体操」(3) 資料名

(4) 授業の展開例

学 習 活 動 主な発問と児童の心の動き 留 意 点

１ 昨年の運動会 ○ビデオを見た感想を発表しよう。 ○資料に関する関心を高めるよ

「組体操」のビ ・一生懸命演技していた。 うにする。導

。入 デオを見る。 ・かなり練習しないとできないだろう

２ 資料を読んで ○わたるくんがあやまった時，つよし ○補助発問により，つらい気持

主人公の気持ち くんはどんな気持ちで顔をそむけた ちでいるわたるくんの気持ち

について話し合 のでしょう。 にも気付かせる。

う。 ・最後の運動会なのに，くやしい。 ○はりきっていただけに，わた

・許すことはできない。 るくんを許せないでいるつよ

・何のために今まで練習してきたんだ しの気持ちにも共感させる。。

・あんなに楽しみにしてはりきってい展

たのにどうしてくれるんだ。

３ お母さんの言 ◎お母さんの「一番つらいのはわたる ○お母さんの言葉で，自分とち

った言葉につい くん」という言葉を聞いたつよしく がう立場の人の気持ちを思い

て考える。 んは どんなことを考えたでしょう やることの大切さに気付かせ， 。

・でも，一番つらいのはぼくだ。 る。

・明日は，わたるくんにとってもつら

い運動会になるだろうな。

・このままでは，ぼくもよい思い出が開

残らない。

・みんなも心配してよい演技ができな

いかもしれないな。

４ つよしくんの ○つよしはわたるくんに電話でどんな ○そんなにすぐに許せるもので

とった行動につ 話をしたのだろう。 はないという考えも大切にす

いて予想する。 ・明日は ぼくの分までがんばってね る。， 。

・まだ，完全に許せたわけではないけ

ど組体操をがんばってほしい。

５「心のノート」 ○「やわらかいこころ」ってどんな心 ○詩を読み味わいながら，この

， の詩を なのでしょう。 問いについて考え，相手によ終 P48 49
読み考える。 ・相手をゆるす心。 りそいわかり合おうという気

・相手の立場に立って考える気持ち。 持ちを高める。末
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活用に生かすための実践報告

◎ ｢組体操｣

１ 主題の設定

・６年生にとって学校行事はとても大切である。

それは もう小学校では経験できないものだか，

らである 自分の宝物にしようと 真剣に取り。 ，

組んでいればいるほど それができなくなった，

とき 子どもたちは 自分の腹立たしい気持ち， ，

をおさえることがむずかしい。

・本資料は 運動会等の練習を始めたときに扱，

いたい そして相手の気持ちを思いやることの。

難しさと共に大切さを考えたい さらに相手を。

許さないという行為は 自分一人のことだけで，

はなく 自分のまわりの集団全体にも影響を与，

えるのだということにも気付かせ 互いに許し，

合うことの大切さを考えてもらいたい。

２ 指導過程の工夫

・実際の実践では，資料を前半と後半に分けた。

前半を読んだあと 自分がつよしだったらどう「

するか と発問した その上で理由もいっしょ。」 。

に自分の判断を発表させた そうすることによ。

って子どもたちは経験の中で 友だちが許せな，

かったときのことや 反対に許せたときの心地，

よさにもふれるとともに お互いの考えを聞き，

あうことによって 自分には思いもよらない友，

だちの考え方にふれることができる そのこと。

によって 自分の経験の中では学習することが，

できなかった新しい価値にふれることができる

と考える。

３ 発問の工夫

・中心発問をお母さんの言葉からつよしが何を

考えたのかについてとした それは 今までつ。 ，

よしが気付かなかった観点から人を許すことの

大切さに気付き それがその後のわたるくんと，

の電話の内容を考える大きな手かがりとなると

考えたからである。

４ 児童の反応

・許します つらそうにあやまっているのに許。

さないとわたるくんに悪い。

・許します 過ぎたことはしょうがないし 許。 ，

さなくてすぐ治ったり 運動会に出られるわけ，

ではないから。

・許します 事故だったんだし 許さずずっと。 ，

けんかしたままだったらもっと嫌な思い出にな

るから それにわたるくんだって悪気はなかっ。

たんだから。

，・許さない。わたるくんが気をぬいたせいで

どの競技にも出られないからです。

・人をけがさせたときは ものすごくつらいけ，

ど今までがんばってきたのに それを壊された，

のはどうしても許せない。

・最後の運動会だったし 楽しみにしていた組，

体操にも出られなくてとてもつらい 許してあ。

げたいけど，たぶん許せません。

・迷っている そのわけは ずっと怒っている。 ，

とわたるくんが嫌な気持ちで毎日を送ったら自

分でも困るけど 小学校生活最後の運動会にで，

られないのはわたるくんのせいだと思う気持ち

はなくならない。

・一生懸命取り組んでいる子ほど許せないと判

断した この後授業では他の場面で 相手を許。 ，

せたり許せなかったりした時の気持ちを正直に

語ることができた 授業後 子どもの感想の中。 ，

に次のようなものがあった。

（授業後の感想）

・許さなかったら 運動会をみんながんばって，

成功させるのは難しいと思う 許してくれたら。

つよしくんの分もがんばろうと思うけど 許し，

てくれなかったらまたそのことを思って失敗し

てしまうかもしれない わたるの心もつよしの。

心もくもったままでの運動会になったら だれ，

にとってもあまりよい思い出ができない すご。

くむずかしいことだけれど許せればつよしにと

ってもよい思い出になるはずだ。

５ 実践者からの一言

・実際に 運動会での組体操を練習している時，

期に実践した 授業は 自分の練習風景と重ね。 ，

合わせながら主人公の気持ちを考え 涙ながら，

に発言する児童がいて 身近な資料になってい，

ると感じた。

・この実践後の組体操の練習もさらに真剣に

取り組み 練習中の雰囲気もとてもよいものに，

なった。

（ ）道上小学校 高垣和子


